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1. 第1回環境審議会を踏まえた改定の方針

① 計画期間を1年延長する

② 望ましい環境像は変更しない

③ 基本方針、基本施策、具体的取組の見直し

④ 評価指標から成果指標への移行
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①計画期間を1年延長する

改定計画の期間は令和7年度からとし、温対計画の計画期間にあわ
せ、令和12年度までとします。

年 度
令和2
(2020)

令和3
(2021)

令和4
(2022)

令和5
(2023)

令和6
(2024)

令和7
(2025)

令和8
(2026)

令和9
(2027)

令和10
(2028)

令和11
(2029)

令和12
(2030)

当初計画

改定計画

【参考】入間市地球温暖化対策実行計画
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【参考】第6次入間市総合計画 【参考】第7次入間市総合計画



②望ましい環境像は変更しない

以下の4つの「望ましい環境像」は継続します。
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• 一人ひとりが、身近な生活レベルから地球環境の保全に貢献で
きるまち

• 他の生物と共に生き、次世代からの預かりものとして豊かな自
然を守り引き継ぐことのできるまち

• 産業や歴史・文化が大切にされ、時間と空間にゆとりのある誰
もが住み良さを感じられるまち

• すべての人がお互いのつながりを大切にして、環境の保全及び
創造に主体的に取り組むことができるまち



③基本方針、基本施策、具体的取組の見直し 6

現行計画

基本方針1 地球温暖化対策の推進

基本方針2 循環型社会の推進

基本方針3 豊かな自然環境と生物多様性の保全

基本方針4 住みやすさが実感できる都市環境の構築

基本方針5 安心して健康に暮らせる生活環境の保全

基本方針6 環境教育の推進と環境活動の実践

改定案

基本方針1 循環型社会の更なる推進と
地球温暖化対策の推進

基本方針2 豊かな自然環境の保全

基本方針3 住みやすさが実感できる都市環境の構築

基本方針4 安心して健康に暮らせる生活環境の保全

基本方針5 環境学習の推進と環境活動の実践

現行計画からの変更点を赤字で表記



現行計画では、取組指標が多く、また計画の進捗を測る指標に適さないものがあ
るため、成果指標を中心とし、計画の進捗を把握するのに適したものとします。

④評価指標から成果指標への移行

分野 成果指標 取組指標 評価困難 総計

循環型社会 4 7 3 14

地球温暖化対策 2 4 1 7

自然環境 2 12 4 18

都市環境 5 6 1 12

生活環境 1 5 6

環境学習、環境活動 5 10 1 16

全体 19 44 10 73
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44
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全体

成果指標 取組指標 評価困難



2. 施策体系図（案） 8

現行計画

基本方針1 地球温暖化対策の推進

基本方針2 循環型社会の推進

基本方針3 豊かな自然環境と生物多様性の保全

基本方針4 住みやすさが実感できる都市環境の構築

基本方針5 安心して健康に暮らせる生活環境の保全

基本方針6 環境教育の推進と環境活動の実践

改定案

基本方針1 循環型社会の更なる推進と
地球温暖化対策の推進

基本方針2 豊かな自然環境の保全

基本方針3 住みやすさが実感できる都市環境の構築

基本方針4 安心して健康に暮らせる生活環境の保全

基本方針5 環境学習の推進と環境活動の実践

現行計画からの変更点を赤字で表記



2. 施策体系図（案） 9

気候変動の緩和

気候変動への適応

基本方針1：
地球温暖化対策の
推進

省エネルギーの推進

再生可能エネルギーの普及促進

気候変動への適応

基本方針 基本施策 具体的施策



2. 施策体系図（案） 10

循環経済（サーキュ
ラーエコノミー）、
３Rの推進

地域循環共生圏づく
り

基本方針２：
循環型社会の推進

地域間連携

地域資源の活用

ごみの減量の推進
（リデュース、リユース）

リサイクルの推進

ごみの適正処理の推進

基本方針 基本施策 具体的施策



2. 施策体系図（案） 11

生物多様性の確保

丘陵地の保全・活用

水環境の保全

畑の保全・活用

基本方針3：
豊かな自然環境と
生物多様性の保全

地産地消の促進

農業基盤の強化推進と農業生産の振興

野生生物の保護と外来種対策

里山の保全と活用拠点の整備

水辺の自然の保全

健全な水環境の維持

基本方針 基本施策 具体的施策



2. 施策体系図（案） 12

地域の緑の充実

歴史・文化を大切に
した景観の保全

基本方針4：
住みやすさが実感
できる都市環境の
構築

身近な緑の保全と創出

公共交通の利便性の向上

歴史、文化の継承

基本方針 基本施策 具体的施策

交通環境の整備



2. 施策体系図（案） 13

きれいな空気
きれいな水

騒音、振動、悪臭の
発生抑制

基本方針5：
安心して健康に暮
らせる生活環境の
保全

きれいな空気の保全

きれいな水質の保全

騒音、振動、悪臭の発生抑制

基本方針 基本施策 具体的施策



2. 施策体系図（案） 14

学びの場の充実

活動の場の充実

基本方針6：
環境教育の推進と
環境活動の実践

入間市の環境を学ぶ

環境情報の発信

環境活動の実践

基本方針 基本施策 具体的施策

環境活動団体の支援



3. 担当課アンケートの結果と取組の改定に
ついて 15
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基本方針１ 基本方針２ 基本方針３ 基本方針４ 基本方針５ 基本方針６

取組の見直し対象（件）

変更なし 見直し 削除 新規

• 現行計画の取組（全75項目）
について、担当課にアンケー
トを実施

• 現行計画の取組を踏襲し、担
当課アンケートや令和5年度
環境審議会の意見も踏まえて
検討します。

（別紙資料3参照）



現行計画の取組は継続しつつ、目標に対する評価方法を成果指標に集約

4. 指標の改定（案）

分野 成果指標 取組指標 評価困難 総計 成果指標

地球温暖化対策 2 4 1 7 3

循環型社会 4 7 3 14 4

自然環境 2 12 4 18 4

都市環境 5 6 1 12 5

生活環境 1 5 6 2

環境教育、環境活動 5 10 1 16 5

全体 19 44 10 73 24
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現行計画 改定案



4. 指標の改定（案） 17

基本施策 具体的施策 指標 目標値 R5実績値 備考

気候変動の
緩和

省エネル
ギーの推進

市域から排出される温
室効果ガス排出量

491,180t-
CO2

―

温対計画の目標値。
統計データ公表時期の都合上、
2年前の数値までしか計算で
きない

再生可能エ
ネルギーの
普及促進

ゼロカーボンシティ推
進設備設置費補助金

（未定）
件/年

―

気候変動へ
の適応

気候変動へ
の適応

防災訓練参加者数 25,000人 20,176人

基本方針1：地球温暖化対策の推進



4. 指標の改定（案） 18

基本施策 具体的施策 指標 目標値 R5実績値 備考

循環経済
（サーキュ
ラーエコノ
ミー）、
３Rの推進

ごみの減量の
推進
（リデュース、
リユース）

家庭ごみ排出量（市民一
人当たりの１日の排出
量）

642g/人/日 483g/人/日
既に目標値を達成している
ため、目標値の変更を検討

事業ごみ排出量（年間処
理量）

8,198t/年 7,733t/年
既に目標値を達成している
ため、目標値の変更を検討

リサイクルプラザの活用
（各種教室への参加）

3,000人/年 2,636人/年

リサイクルの
推進

ごみの資源化 30.0％以上 23％

基本方針2：循環型社会の推進



4. 指標の改定（案） 19

基本施策 具体的施策 指標 目標値 R5実績値 備考

丘陵地の保
全・活用

里山の保全と
活用拠点の整
備

加治丘陵の公有地化の推
進

推進 130.2ha
目標が「推進」となっているた
め、具体的な目標値の設定を検
討

水環境の保
全

健全な水環境
の維持

河川水質調査結果のうち、
年間の75％値が環境基準
を達成した地点の割合

100％ ―
本流9箇所が対象
天候や市外より流入する水質の
影響を受けるおそれがある

基本方針3：豊かな自然環境と生物多様性の保全



4. 指標の改定（案） 20

基本施策 具体的施策 指標 目標値 R5実績値 備考

地域の緑の
充実

身近な緑の保
全と創出

緑に関するボランティ
アの活動人数

500人/年 823人/年
基本方針6の指標を再掲
既に目標値を達成しているた
め、目標値の変更を検討

交通環境の
整備

公共交通の利
便性の向上

コミュニティバスの利
用者数

175,000人 187,453人
既に目標値を達成しているた
め、目標値の変更を検討

歴史・文化
を大切にし
た景観の保
全

歴史、文化の
継承

文化財保護啓発事業へ
の参加人数

250人 933人

旧石川組製糸西洋館、
旧黒須銀行の来館者数

10,000人 4,313人

基本方針4：住みやすさが実感できる都市環境の構築



4. 指標の改定（案） 21

基本施策 具体的施策 指標 目標値 R5実績値 備考

きれいな空気
きれいな水

きれいな水質
の保全

河川水質調査結果のう
ち、年間の75％値が環
境基準を達成した地点
の割合

100％ ―

基本方針3の指標を再掲
本流9箇所が対象
天候や市外より流入する水
質の影響を受けるおそれが
ある

騒音、振動、
悪臭の発生抑
制

騒音、振動、
悪臭の発生抑
制

「騒音・受動喫煙など
の公害防止体制」への
満足度

（未定）

0.164
(第13回入間市
市民意識調査
(令和3年実施))

市民意識調査の結果を活用
調査は毎年ではない

基本方針5：安心して健康に暮らせる生活環境の保全



4. 指標の改定（案） 22

基本施策 具体的施策 指標 目標値 R5実績値 備考

学びの場の
充実

入間市の環境
を学ぶ

環境に関するイベントの
参加者数

（未定） ―

自然かんさつ会、出前講座
などの各種講座・ワーク
ショップなどの参加者数の
合計

活動の場の
充実

環境活動の実
践

緑に関するボランティア
の活動人数

500人/年 823人/年
既に目標値を達成している
ため、目標値の変更を検討

市民清掃デーの参加世帯
数の割合

自治会加入
世帯の85％

72.5％

基本方針6：環境教育の推進と環境活動の実践


